
三陸沿岸道路（三陸縦貫自動車道、三陸北縦貫自動車道、八戸久慈自動車道）の整備状況 
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＜三陸沿岸道路の整備状況の内訳＞ 
（H23.4.1時点） 

路線名 
  供用中 事業中 調査中 

三陸縦貫自動車道 224km 113km (51%) 55km (24%) 56km (25%) 

三陸北縦貫自動車道 87km 6km (7%) 9km (10%) 72km (83%)三陸北縦貫自動車道 87km 6km (7%) 9km (10%) 72km (83%) 

八戸久慈自動車道 49km 10km (20%) 18km (37%) 21km (43%) 

合 計 360km 129km (36%) 82km (23%) 149km (41%) 3
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東北縦貫自動車道 
江刺田瀬 

宮守 

■ 三陸縦貫自動車道の開通率が約5割の現状では、国道45号の迂回・混雑等により、宮古－仙台間に7時間以上を所要 
 

■ 三陸縦貫自動車道が全線開通すれば 宮古－仙台間を約3時間で連絡

三陸縦貫自動車道・国道45号による三陸沿岸都市の連絡状況（所要時間） 

■ 三陸縦貫自動車道が全線開通すれば、宮古 仙台間を約3時間で連絡
三陸縦貫自動車道 Ｌ＝２２４ｋｍ 
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【現在の整備状況での所要時間（H23.4.1（金）～28（木）の平日） 】 

三陸縦貫道 

国道45号 
迂回路＊ 

＊この他に、幅の狭い市道等による 
  地域住民のための迂回路あり 

× 津波被害箇所 

迂回約51km 迂回約8km 

合計
7h27m 迂回路 

登米東和IC 通岡IC 三陸IC 山田南IC 山田IC 宮古南IC 宮古中央IC 

通行止め（上部 流出）による広域迂回が発生

所要時間 

旅行速度 

＜凡例＞被災地 の車の流入により激しい渋滞が発生

仙台港北IC 

47 分 146 分  122 分  53 分  79 分 

迂回路 

三陸縦貫道 国道45号気仙大橋 
通行止め（上部工流出）による広域迂回が発生 ＜凡例＞

 
 

  
 

被災地への車の流入により激しい渋滞が発生

国道45号小泉大橋 

旅行速度＊ 

国道45号の渋滞状況 
（石巻市内） 

【三陸縦貫自動車道が全線開通していると想定した所要時間※】 ※ 高速道路経由は 80k /hで推計

＊民間プローブデータにより算出 産経新聞5月5日朝刊 

【三陸縦貫自動車道が全線開通していると想定した所要時間※】

旅行速度 

※ 高速道路経由は、80km/hで推計 

所要時間 24 分  25 分  36 分 62 分 28 分 

登米東和IC 通岡IC 三陸IC 山田南IC 山田IC 宮古南IC 宮古中央IC 仙台港北IC 

合計
2h55m 3
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 東海、東南海、南海地震の津波影響範囲と高速道路のミッシングリンク 

■ 東海・東南海・南海地震時に想定される津波影響範囲には、浸水が想定される国道や高速道路のミッシングリンクが多数存在 

総延長 
(km) 

供用延長 
(km) 

進捗率 
(%) 

高規格幹線道路 約14 000 9 855 70高規格幹線道路 約14,000 9,855 70

H23.4.1現在 

東海・東南海・南海地震時に想定されている津波影響範囲 
（平成15年12月中央防災会議「東南海、南海地震に関する報告」） 

東海、東南海、南海地震時に津波浸水が想定される主な国道 

ミッシングリンクが残る主な区間 

1 
42 

55 56 

10 国道56号 国道55号 国道42号 国道1号10

220 

国道220号 
浸水想定区間：約4km 

国道10号 
浸水想定区間：約4km 

国道56号 
浸水想定区間：約29km 

国道55号
浸水想定区間：約31km 

国道42号
浸水想定区間：約55km 

国道1号
浸水想定区間：約18km 

東海・東南海・南海地震の津波影響範囲のミッシングリンクが残る主な区間と 
浸水が想定される主な国道 

3
3
 



 地震国・日本と高速道路ネットワーク 

 ■ 日本は世界の大地震の２割が集中する地震国であり、今後も大規模地震の発生が想定されている 

日本 220  

 1994～2003年に発生した 
マグニチュード6.0以上の地震回数 

（22.9％）

世界の地震分布とプレート 

凡  例 

高規格幹線道路 
供用区間 
事業中区間 
未事業区間

世界 
960 

未事業区間 

三陸沖北部地震  
 90％程度 

資料：中央防災会議 

宮城県沖地震

今後想定されている海溝型地震 
（赤字は今後30年以内の発生確率※） 

宮城県沖地震  
 99％ 

その他の南関東の 
M 程度の地震

茨城県沖地震  
 90％程度以上 

M７程度の地震 
 70％程度 

 
 

今後30年間に震度6弱以上の 
揺れに見舞われる確率 

東南海地震 
 70%程度 

南海地震 
 60%程度 

 0 0.1 3 6 26 100% 
出典：（独）防災科学技術研究所 想定東海地震 

 87% 
※『文部科学省 地震調査研究推進本部』資料による 
   （なお、確率は東日本大震災発生前の2011年１月時点） 
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和歌山和歌山和歌山和歌山

南紀田辺南紀田辺南紀田辺南紀田辺

すさみすさみすさみすさみ

新宮新宮新宮新宮

想定される
寸断箇所

那智勝浦那智勝浦那智勝浦那智勝浦

２９分２９分２９分２９分
６．６ｍ６．６ｍ６．６ｍ６．６ｍ

９分９分９分９分
６．１ｍ６．１ｍ６．１ｍ６．１ｍ

１０分１０分１０分１０分
５．８ｍ５．８ｍ５．８ｍ５．８ｍ

６分６分６分６分
８．３ｍ８．３ｍ８．３ｍ８．３ｍ

１０分１０分１０分１０分
８．８ｍ８．８ｍ８．８ｍ８．８ｍ

５８分５８分５８分５８分
５．９ｍ５．９ｍ５．９ｍ５．９ｍ

海南海南海南海南

有田有田有田有田

御坊御坊御坊御坊

太地太地太地太地
８分８分８分８分

６．１ｍ６．１ｍ６．１ｍ６．１ｍ

１２分１２分１２分１２分
５．２ｍ５．２ｍ５．２ｍ５．２ｍ

供用済

事業中・整備計画

基本計画・予定路線・調査中

国道

42

国道

42

国道

42

国道

42

東南海・南海地震に備えた高速道路整備（１）東南海・南海地震に備えた高速道路整備（１）東南海・南海地震に備えた高速道路整備（１）東南海・南海地震に備えた高速道路整備（１）

※県津波浸水シミュレーションによる津波の第一波ピーク到達時間と最大津波水位

 

至至至至

串
本
串
本
串
本
串
本

国道４２号
国道４２号
国道４２号

国道４２号

国道４２号の津波冠水イメージ

近畿自動車道紀勢線

近畿自動車道紀勢線

近畿自動車道紀勢線

近畿自動車道紀勢線

至至至至

串
本
串
本
串
本
串
本

国道４２号
国道４２号
国道４２号

国道４２号

国道４２号の津波冠水イメージ

近畿自動車道紀勢線

近畿自動車道紀勢線

近畿自動車道紀勢線

近畿自動車道紀勢線

 

台風でも越波する国道４２号

○東南海・南海地震に備えて、高速道路は「命の道」○東南海・南海地震に備えて、高速道路は「命の道」○東南海・南海地震に備えて、高速道路は「命の道」○東南海・南海地震に備えて、高速道路は「命の道」
・今後３０年以内の発生確率は６０～７０％・今後３０年以内の発生確率は６０～７０％・今後３０年以内の発生確率は６０～７０％・今後３０年以内の発生確率は６０～７０％

・津波で寸断される国道４２号の代替路となる紀伊半島一周高速道路が必要・津波で寸断される国道４２号の代替路となる紀伊半島一周高速道路が必要・津波で寸断される国道４２号の代替路となる紀伊半島一周高速道路が必要・津波で寸断される国道４２号の代替路となる紀伊半島一周高速道路が必要

１１１１１１１１

高速道路の未供用区間
国道４２号は、延長で約３割の区間が浸水

津波浸水予測図（那智勝浦町）津波浸水予測図（那智勝浦町）津波浸水予測図（那智勝浦町）津波浸水予測図（那智勝浦町）

津波浸水予測図（白浜町）津波浸水予測図（白浜町）津波浸水予測図（白浜町）津波浸水予測図（白浜町）

※※※※串本町は別紙串本町は別紙串本町は別紙串本町は別紙

国道４２号国道４２号国道４２号国道４２号

国道４２号国道４２号国道４２号国道４２号

　　 想定される
　　 寸断箇所

M-ROBYDO
テキストボックス
平成23年5月19日　和歌山県　提出資料

M-ROBYDO
四角形


M-ROBYDO
テキストボックス
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東南海・南海地震に備えた高速道路整備（２）東南海・南海地震に備えた高速道路整備（２）東南海・南海地震に備えた高速道路整備（２）東南海・南海地震に備えた高速道路整備（２）

○串本町では、国道４２号の約６割の区間が浸水

１２１２１２１２

■串本町では市街地の大半が浸水し、国道４２号も寸断

近畿自動車道紀勢線近畿自動車道紀勢線近畿自動車道紀勢線近畿自動車道紀勢線

国道４２号国道４２号国道４２号国道４２号

国道４２号国道４２号国道４２号国道４２号

すさみICすさみICすさみICすさみIC （仮称）（仮称）（仮称）（仮称）

ICイメージICイメージICイメージICイメージ

ICイメージICイメージICイメージICイメージ

ICイメージICイメージICイメージICイメージ

串本町市街地※　　　　国道４２号浸水区間

救援ルート

ICイメージICイメージICイメージICイメージ

ICイメージICイメージICイメージICイメージ

国道４２号約３６ｋｍのうち約２２ｋｍで浸水国道４２号約３６ｋｍのうち約２２ｋｍで浸水国道４２号約３６ｋｍのうち約２２ｋｍで浸水国道４２号約３６ｋｍのうち約２２ｋｍで浸水

・津波で沿岸部の集落は陸の孤島になることが懸念・津波で沿岸部の集落は陸の孤島になることが懸念・津波で沿岸部の集落は陸の孤島になることが懸念・津波で沿岸部の集落は陸の孤島になることが懸念
・地震・津波災害に備え、国道４２号の代替路となる高速道路が必要・地震・津波災害に備え、国道４２号の代替路となる高速道路が必要・地震・津波災害に備え、国道４２号の代替路となる高速道路が必要・地震・津波災害に備え、国道４２号の代替路となる高速道路が必要

津波高さ
８．８ｍ

津波高さ
８．３ｍ

津波高さ
５．８ｍ

※　　　　国道４２号浸水区間

救援ルート

約約約約 500500500500人人人人約約約約 800800800800人人人人うち串本町うち串本町うち串本町うち串本町

約約約約 2,1002,1002,1002,100人人人人約約約約 5,0005,0005,0005,000人人人人和歌山県和歌山県和歌山県和歌山県

うち津波うち津波うち津波うち津波
地震全体地震全体地震全体地震全体

※出典：和歌山県地震被害想定調査概要（平成18年5月31日）

■東海･東南海･南海地震等による被害想定（死者数）

国道４２号国道４２号国道４２号国道４２号

M-ROBYDO
テキストボックス
平成23年5月19日　和歌山県　提出資料

M-ROBYDO
四角形


M-ROBYDO
テキストボックス
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秋田   ◎  4車線 

＊民間プローブデータにより算出 

東日本大震災前後の一般国道（指定区間）  旅行速度＊の変化（平日昼間）  

震災後 一般道経由 
（国道7号）

高速道路経由 
（日東道）

秋田中央IC

旅行速度比率 
（震災後 / 震災前）

7 
46 

4車線 

由利本荘  ◎ 
本荘IC

秋田中央IC（震災後 / 震災前）

100%～ 
80～100% 
60～80% 

秋田 
所要時間 

50 分 
供用中 

 

（2車線） 

秋田中央IC 

4車線 

4車線 
にかほ市象潟町 
震災前  震災後 

42→ 32（km/h）

本荘IC

震災前：H23.3.1（火）～10（木）の平日

60 80% 
～60% 
データなし 

由利
本荘 

80 分 

本荘IC 

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

高速道路が 
整備されて 
いた場合

きさかたまち 

47 

13 
4車線 

4車線 

4車線
◎ 

酒田 ◎ ※     高速道路 

 
鶴岡市 温海 

42 → 32（km/h）
酒田みなとIC 

鶴岡IC 

鶴岡

震
震災後：H23.3.14（月）～31（木）の平日 

酒田 

40 分
供用中 

 

（2車線）

酒田みなとIC 

リ
ン
ク 

場合

40分 

つるおかし  あつみ 

112 

7 

4車線

4車線 車線
小国町 小渡 

震災前 震災後 

59 → 40（km/h） 

鶴岡
鶴岡 

分
（2車線）

鶴岡IC 

ミ
ッ
シ高速道路が

おぐにまち  おど 

仙台  ◎ 
村上◎ 

113 

4車線

4車線 
6車線

4車線 

※ 

4車線 

震災前 震災後

45→ 29（km/h） 

神林岩船港IC 

130 分 

シ
ン
グ
リ
ン
ク 

高速道路が
整備されて 
いた場合 

60分 

新潟 ◎ 

◎福島 

4 

4車線 
6車線

4車線 

4車線 
 
阿賀町 
震災前  震災後 

47 → 22（km/h） 

新潟中央IC 

村上 

70 分
供用中 

 

（2車線）

神林岩船港IC 
かみはやしいわ ふね こう 

あがまち 

◎郡山 

49 4車線 

※   神林岩船港IC～朝日まほろばICは、H23.3.27に開通（直轄高速） 
※ 震災後 一般道経由は、民間プローブデータによる実速度から算出 
※ 高速道路経由は、事業中区間のルート等を考慮し、時速80km/hで推計 

4車線 

（2車線）

新潟中央IC 新潟 
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八戸 

階上 

十和田 八戸北 

※１．到達日は国道から到達できた日 
※２．到達とは、当該地区入りすることであり、避難所等までの

東日本大震災後の東北道等から各沿岸地区までの到達状況 

■国道45号等の幹線道路の寸断により、到達不可能地区が各所で発生 

洋野 

中野 

侍浜 

久慈 

宇部 

二戸 R395 
軽米 

※２．到達とは、当該地区入りすることであり、避難所等までの 
   到達を意味するもので はない。 

3/13までに 
到達 

野田 

普代 

田野畑 

小本 
田老 
崎山 

盛岡

安代JCT 3/15までに到達 

3/13までに到達 

3/15到達 

重茂 
宮古 

津軽石 
豊間根 

山田 

船越 

大槌

盛岡 

R106 

東
北
自
動

国
道
４
号

盛岡 

【釜石～宮古間】 

アクセス道路の間隔が 

広いため、到達不可能 

かまいし み や こ 

3/15までに到達 
沿岸地区への 

アクセス道の間隔 

3/17到達 

3/13までに 約40km 
３／１４到達 

釜石 

大槌

鵜住居 

唐丹 
花巻 R283 

動
車
道 

号 

花巻JCT 

北上江釣子

地域が多数発生し、到 

達にも時間を要した 

3/15

3/13までに到達 国道45号 

三陸道供用中 

三陸道事業中 

三陸道調査中 

【凡 例】 
IC 

IC 

IC 

約50km 
到達

花巻南 

吉浜 

三陸 

大船渡 

奥州 

北上 

陸前高田

綾里 

北上JCT 

水沢 

北上江釣子 

【陸前高田】 

クセ 道路が被災し 到達が遅れた地区

り く ぜ ん  た か だ 

3/15までに到達 ○ 岩手県山田町の被災者の状況（3/14） 

気仙沼 

一関 
唐桑 

階上 
本吉（22,000人）

陸前高田 

【凡例】 

供用中 直轄国道 

3/11発災時到達可能地区 

一関 

アクセス道路が被災し、到達が遅れた地区

3/15までに到達 

登米 
栗駒 

歌津 

志津川 

３／１１内陸との 
連絡不能区間 

生活圏中心都市 

２次生活圏中心都市 

支所所在地（沿岸部のみ表記） 

通行止め 

補助国道 

築館 

登米東和 3/15 読売新聞 

3
8
 



暫定２車線区間について 
○震災後の復旧工事における課題 

［暫定２車線区間］震災後

○震災後の暫定２車線と４車線の走行速度 
［暫定 車線区間］

仙台北部道路（利府しらかし台～富谷JCT） 
・交互通行規制とせざるを得ないため、 

 滞留が生じ、輸送効率に影響 

東北地方における交互通行規制は、１台 

の車両の最大停止時間が15分以内にな 

るように行われている

震災後：
H23.4.1（金）～28（木）の平日       ：暫定２車線区間 

80km/h～ 

60 80k /h

震災後の走行速度 

るように行われている 
60～80km/h 

40～60km/h 

 0～40km/h 

2車線 

2車線 

2車線 

・交通への影響から、規制の時間・延

長が制限されるため、復旧工事のス

ピードに影響 

［４車線区間］ 

工事規制 交通流確保 反対車線 

 東北道 （福島飯坂～国見） 

・車線規制で交通流を確保しながら、 

 工事が可能 

2車線 

2車線 2車線 
2車線 

2車線 

2車線 

2車線 2車線 

（参考）高速道路における死亡事故率の比較（H21） 

暫定２車線区間では、一度事故が発生すれば重大事故となる確率が高い 
2車線 

震災後の走行速度の比較 
(暫定２車線と４車線) 

 
 2車線 

2車線 

2車線 

2車線 

2車線 
25％ 

60％ 

25％ 
80km/h～ 

80km/h～ 

2車線 

2車線 

2車線 

63％ 

60％ 

30

60～80km/h 

60～80km/h 

※東北自動車道（郡山JCT以北）、日本海東北自動車道（新潟中央IC以北）、 
  磐越自動車道、常磐自動車道（いわきJCT以北）、山形自動車道、 
  東北中央自動車道、青森自動車道、八戸自動車道、釜石自動車道、 
  仙台北部道路、仙台南部道路、仙台東部道路、三陸縦貫自動車道 
  （仙台港北IC～登米東和IC）を対象 

9％ 

30％

9％ 
40～60km/h 40～60km/h 

3％ 
～40km/h ～40km/h 

1％ 
暫定2車線 

(総延長570km) 
4車線 

(総延長790km) 
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○震災前後の走行速度の変化 

石巻河南IC 
仙台北部道路  

利府ＪＣＴ～利府しらかし台(千台) 
仙塩道路 利府塩釜 ～ 利府中 (千台) 

○震災前後の交通量の変化（平日：大型車＋無料通行車両） 

東日本大震災前後の仙台周辺ネットワークの交通状況 

台港

富谷JCT 

鳴瀬奥松島IC

震災前 

63→38km/h 

/

震災後 

利府ＪＣＴ 利府しらかし台

1.3倍 2.2倍 

震災前 震災後 利府JCT 

松島大郷IC 

松島海岸IC 

利府中IC 

石巻港 
鳴瀬奥松島IC 

松島北IC 

大和IC 

松島大郷IC 

仙台港北IC

仙台若林JCT 
仙台南IC 

（公社） 

64→35km/h 

仙台松島道路 

走行速度比率 
 （震災後 / 震災前） 

43→35km/h 
震災前 震災後 

富谷JCT 

利府中IC 

利府塩釜IC 

仙塩道路 

利府しらかし台IC 

仙台北部道路 

泉IC 
亘理IC 

山元IC

45→33km/h 

（NEXCO） 

1.5倍 

(千台) 仙塩道路 仙台港北～利府ＪＣＴ

※震災前：H23 3 1（火）～10（木）の平日平均

100%～ 

80～100% 

60～80% 

  ～60% 

震災前 震災後 松島海岸IC 

利府JCT 東
北
道 

仙台塩釜港 

仙台港北IC 

仙台南部道路 
仙台東IC 

山元

（NEXCO） 

（公社） 

至 石巻 仙台東部道路 仙台東 ～ 仙台港北 

1 5倍

(千台) 

※震災前：H23.3.1（火）～10（木）の平日平均 
 震災後：H23.4.1（金）～28（木）の平日平均 

仙台宮城IC 

仙台若林JCT 

今泉IC 山田IC 長町IC 

名取IC 

1.5倍

仙塩道路 
（利府JCT～仙台港北IC） 
（6/13 18：00～19：00） 

仙台南IC 

仙台空港 

岩沼IC 

亘理IC 

仙台空港IC 
仙台東部道路 

（NEXCO） 仙台松島道路 
（松島海岸IC～松島大郷IC） 

（6/10 8：00～9：00） 

仙台南部道路 長町～今泉 

1.5倍 

(千台) 

至 仙台 

常磐道 ：4車線区間 

：2車線区間 ※震災前：H23.3.7（月）～10（木）の平均 
 震災後：H23.5.18（水）～31（火）の平日平均 
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